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《 研究発表 》                          

                                   

～ジョン万次郎の生き方に学ぶ～ 
 

酒井正憲 

１．漂流 

１）万次郎の生い立ち 

万次郎は１８２７年１月２３日に高知県土佐清水市中の浜

で、貧しい漁師の次男として生まれた。９歳の時に父親が５

人の子供を残し病死した。兄は身体が弱かったので、万次郎

が家計を助けなければならなかった。 

万次郎が１４歳の時、高知から西へ２０ｋｍほど離れた宇佐

浦（土佐市）の漁船で働き始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）遭難・黒潮の大蛇行 

１８４１年１月２７日、万次郎達５人の漁師が宇佐浦近海で漁をしていた時、突然の嵐に遭

遇した。８ｍほどの小舟は自由が利かなくなり、どこに流されるか、と不安がつのり、みぞ

れが降る中を食料も水もなく６日間、生死の狭間で漂流した。 

通常、漂流は日本列島に沿っ

て流れていますが、時として

蛇行し大きく南にカーブする

場合があります。万次郎達は、

幸いにもこの黒潮の大蛇行に

乗り助かったのです。大蛇行

が無ければ、真冬の北方に流

されて助からなかった。（運の

強さ） 

 

土佐清水市中の浜の生家 
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３）鳥島 

鳥島は四国の足摺岬から南東へ約７５０ｋｍ、東京と小笠原諸島の中間に

位置する無人島だ。島は断崖に囲まれており、舟は岩に当たって砕け、大

切な釣り道具や火打ち石もこの時紛失している。 

５人はやっとの思いで上陸し、全員生命だけは奇跡的に無事だった。その

後、万次郎は常に「決して諦めてはいけない」と言っているが、いくつも

の難関を乗り切る大きな心の支えとなったのは間違いないと思う。（強い精

神力の持ち主） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）サバイバル生活 

鳥島は明治以降２回の噴火があり、現在は形が変わっている。ほぼ円形を

しており、周囲８．５ｋｍの火山島である。大きな樹木がなく、グミ、イ

タドリといった草木しかなかった。 

島には、アホウドリと呼ばれる海鳥が沢山生息した。羽を伸ばすと２ｍを

越え、体重は５～７ｋｇの大きい

鳥だ。このアホウドリがヒナに餌

をやる為にとる魚を横取りしたり、

この鳥を生で食べて飢えをしのん

でいたりしていた。暖かくなるとアホウドリも北に

むけて次々に巣立っていくので、食料に困る日が続

いた。 

 

 

 

５）発見 

サバイバル生活１４３日目、何と大海原の南東に大きな船が現れ、鳥島の方向にやって来た

のだ。最初は万次郎達に気付かず去って行ってしまった。しかし万次郎は「もしかしたら、

船は山の陰に隠れて見えなくなっているだけかもしれない」と思い、山道をかけ下ると、そ

こに大きな船が停泊しており、船から２隻のボートが島に近づいて、全員無事に救助された。

（粘り強さと気転を効かす能力）  
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６）救出 

万次郎たちを救出した船は、アメリカの捕鯨船でマサチューセッツ

州ニューヘッドフォードを母港とするジョン・ハウランド号だった。

船長の名前は、ウイリアム・ホイットフィールドという。太平洋で

の船長との出会いの瞬間から、万次郎と船長、更にはホイットフィ

ールド家と中濱家の運命的な深い絆が出来ていく。この時、万次郎

１４歳、船長３７歳だった。 

 

 

２．外国 

１）ジョン・ハウランド号の航海 

１８４１年６月２７日の航海日誌には、「日曜日、島が見える。この島にウミガメがいるか

どうか？を探す為に１３時に２隻のボートを降ろす。島には遭難して疲れ果てた５名の者が

いるのを発見し、本船に収容した。飢えを訴えているほか、彼らからは何事も理解すること

は出来なかった」とある。 

  

２）多くのものが一つになって 

ジョン・ハウランド号の後部には「Ｅ ＰＬ

ＵＲＩＢＵＳ ＵＮＵＭ」（エ・プルリブス・

ウヌム）と書いてあるのを万次郎は見ている。

ラテン語で「多くのものが一つになって」と

いう意味で合衆国を表している。アメリカで

現在も使用されている、１セント、５セント、

２５セントのコインにも、この言葉が小さく

刻印されている。万次郎は１５０年以上も前

に自分の目で確認していた。 

 

３）ニックネーム 

万次郎の「ジョン・マン」というニックネームは、この船の乗務員が「ジョン・ハウランド

号」と「万次郎」を合わせてつけたもので、万次郎自身もサインで「Ｊｈｏｎ Ｍｕｎｇ」

としてアメリカで使っている。 

 

 ４）ホノルル 

５人の日本人を救済したジョン・ハウ

ランド号は、捕鯨を続けながらハワイ

のホノルルに寄港した。ホノルルは当

時、環太平洋地域の情報の中心であり、

月に何十隻もの捕鯨船が出入りし、水

や食料を補給する基地だった。そのた

め中国行きの船に乗れば、日本に帰る

ジョン・ハウランド号 

ウイリアム・ホイットフイールド船長 
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可能性があるだろうと判断した船長は５人の日本人をジョン・ハウランド号から降ろしたの

だ。 

 

５）人生の大きな分岐点 

万次郎の機敏な行動を見ていた船長は万

次郎１人をアメリカに連れて行き、教育し

ようと申し出た。すると好奇心旺盛な万次

郎は喜んで承諾する。わずか１４歳の少年

が仲間と別れ、日本語が通じない未知の国

にたった１人で行くというのは、相当な勇

気がいったと思う。この決断こそが万次郎

の人生の大きな分岐点となり、また日本の

開国の先駆けとなる大きな一歩だったことは万次郎自身も思いもよらなかったことでした。

（好奇心旺盛であった） 

 

 ６）アメリカ捕鯨 

ニューベッドフォードには、世界最大の捕鯨博物館「Ｎｅｗ Ｂｅｄｆｏｒｄ Ｗｈａｌｉ

ｎｇ Ｍｕｓｅｕｍ」 があり、日米交流１５０周年記念として２００４年４月に約１年に

亘って「太平洋の出会い～アメリカ捕鯨、万次郎、そして日本開国～」の特別展が開催され、

当時たった１人の日本人である万次郎がアメリカ捕鯨界でどのような生活をしていたか？

が紹介されていた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ東海岸 

英清教徒が渡米した所  

 

ニューヘッドフォード  

最大の捕鯨基地  

 

フェアヘーブン 

船長の住んでいる所 
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７）フェアヘーブン 

ジョン・ハウランド号は万次郎達を鳥島で救助して２年後に、母港のニューベッドフォード

港に無事に帰る。船長の家はこの母港の隣のフェアヘーブンという美しい港町にあった。フ

ェアへーブンはアメリカ東海岸のマサチューセッツ州の南東部に位置する。１６２０年メイ

フラワー号で英国から清教徒が渡ってきたアメリカ英語発祥の地、プリマスの近くである。 

 

８）万次郎がすごした船長の家 

１９８７年には、天皇皇后両陛下が日米友好関係発祥の地としてご訪問になられ、ホイット

フィールド家と中濱両家でお迎えした。 

 

９）スコンチカットネック農場 

船長はフェアヘーブンに帰還後間もなく、郊外に農場を購入し、そこで万次郎も一緒に過す。

万次郎がこの家の間取り図を漢字とカタカナで説明している。間取り図には、シチア（ｓｔ

ａｉｒｓ），ダイネンルーン（ｄｉｎｉｎｇｒｏｏｍ），ベレ（ｂｅｄ），チムネ（ｃｈｉｍ

ｎｅｙ）等が印してあり、１９７６年に中濱博（３代目）が訪問した時、図面通りだったと

のこと。 

 

１０）オックスフォード・スクール（小学校） 

万次郎が初めて通った小学校がオックスフォードスクー

ルである。１６５年前の日本人第１号の留学生で、あの

有名な「ＡＢＣの歌」も、ここで習ったのか？教室の中

は「大草原の小さな

家」に出てくる学校

のようだった。 

 

 

 

 

 

 

船長の家（フェアヘーブン） 
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１１）ユニテリアン教会 

船長はクリスチャンで毎日曜日に教会に通っていたが、万次郎

を連れて行った時に人種差別されてしまったので、船長は宗派

まで変えて万次郎を受け入れてくれる教会を探してくれたの

だった。これがユニテリアン教会だった。（博愛精神を身に付

ける） 

 

１２）バートレッドアカデミー（フェアヘーブンでは最高の学校） 

ここで万次郎は、英語教育はもちろん、航海術、高等数学、測

量術、捕鯨を学ん

だ、これが後の人

生でどれほど役立

つことになったか、計り知れない。首席で卒業

している。（向学心、負けん気が強い） 

 

 

 

 

 

１３）フランクリン・デラノ・ルーズベルト大統領 

フェアヘーブンの街には、アメリカ合衆国３２代大統領

の祖父のデラノ家があり、大統領が少年時代に日本人の

万次郎とデラノの人々と教会へ一緒に行ったことがあ

り、親しくお付き合いしていたと聞いている。もし合衆

国に来る機会があれば、是非お立ち寄りくださいとホワ

イトハウスのルーズベルト大統領から中濱東一郎（２代

目）宛に手紙が来ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４）副船長への昇格 

ジョン・ハウランド号で同乗していた、アイラ・デービスがフランクリン号（捕鯨船）の船

長で日本方面に行くというので、万次郎を誘った。ホイットフィールド船長は航海中でした

ユニテリアン協会 

フランクリン・デラノ・ 
ルーズベルト大統領 

大統領の祖父のデラノ家 

（デラノ家の人々と万次郎は教会に一緒に通う仲良し）  

 

バーネットアカデミー 
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が 船長夫人の勧めで１８４６年５月にニューベッドホードを出港した。フランクリン号が

太平洋で捕鯨中にデービス船長が精神病になり、マニラで下船させ、新船長の選挙が行われ、

航海士のエーキンと同票となり、年長のエーキンが船長となり、万次郎は副船長（一等航海

士）になった。３年４ヶ月の航海を終え、ニューベッドフォードに無事帰還した。（万次郎

２０歳の時）この航海で世界に通じる日本人でたった一人の船乗りになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５）ゴールドラッシュ 

万次郎は日本への帰国の資金を稼ぐ為に、ホイットフィー

ルド船長の許可を得て金山に向かう。1８４９年１１月２

７日にニューベッドフォードを出港し、西海岸のサンフラ

ンシスコから川舟で丸１日かけて、金山の入口のサクラメ

ントに着いた。 

サクラメントからは荷物を馬に乗せ険しい山々を５日間

かけて歩き、金山に入った。７０日間働いて６００ドル稼

いだ。当時の水夫の月給が１７

ドルなので、かなりの大金だっ

た。（自己資金調達能力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金山では２丁拳銃を携帯
していた（２７歳） 
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１６）漂流仲間との再会 

サンフランシスコから船でハワイに向かい、ホノルルでは漂流仲間と再会し帰国計画を相談

する。５人の仲間の内、寅右衛門はハワイに残り日本人最初の移民として暮らし、重助は既

に亡っていた。結局、伝蔵と五右衛門と万次郎の３名が帰国することになる。 

 

１７）鎖国中の日本帰国計画 

鎖国中の日本へは外国船は近寄れないので、琉球王国（沖縄）にボートで上陸して危険を回

避しようという計画だった。丁度、サラボライト号という船がハワイから上海に行くという

話を知り、船長のホイットモア船長と交渉して船上無料働く条件で承諾をとった。捕鯨ボー

トを購入し「アドベンチャー号」と名つけて、サラボライト号に乗せた。 

 

１８）ハワイの恩人 

ハワイ滞在中の万次郎を親身に支援してくれたのが、サミエ

ル・デーモン牧師だった。捕鯨船の船員中には３～５年続く過

酷な労働と、船内でのさまざまな人種同士の文化の違いから発

狂する人達がいた中、デーモン牧師は人種摩擦の無い世界を求

めて布教活動をされていた。また「フレンド」という新聞を刊

行し、鯨捕りの為の平等な社会の必要性を訴えた。そんな活動

の中で、漂着した多国籍の捕鯨船を迫害する日本の鎖国政策に

も反対していた。このことも、万次郎が日本の開国の必要性を

感じることに強く影響を与えた一因だった。万次郎は人生の中

で、デーモン牧師と４回も出会うことに、奇跡的な絆を感じて

いました。 

 

３．帰国 

１）日本への帰国 

万次郎達３名は琉球王国の摩文仁海岸から１０ｋｍ離れた所に、１８５１年２月３日に到着

する。サラボライト号は、３名を乗せたアドベンチャー号を降ろすと上海に向かった。日本

が鎖国中で、「帰国すると死刑になる！」ことを知りながら、万次郎が帰国を決意した理由

は ①母に会いたかった、②アメリカ文化を日本に伝えたかった、一番は③自分は日本人で

ある自負が強かったからである。（万次郎２４歳の時） 

２）琉球での取り調べ（８ヶ月） 

琉球では高安という役人の家に滞在し、温かいもてなしを受け、村人の宴にも参加出来たそ

うだ。 

３）薩摩での取り調べ（２ヶ月） 

薩摩藩主の島津斉彬は積極的に西洋文化を取り入れ、富国強兵を目指していたので、万次郎

から聞く、アメリカ事情や航海術や造船に興味があり、取り調べというより、酒を酌みなが

らの歓談だった。 

薩摩滞在中に越通船と呼ばれる様式の帆船の雛型を造った。（初のアメリカ文化の紹介とな

る） 
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４）長崎での取り調べ（９ヶ月） 

万次郎達は、薩摩の警護１０余名と共に徒歩で、外国奉行がいる長崎に向った。ここでは「揚

がり屋」という未決囚を入れる所に入れられた。当時の長崎奉行は牧志摩守で、白洲で３人

は審問を１８回も行われた。所持品はすべて没収された（母への土産の金粒、書物、機械類）

が、後日返却された。この時の入牢は寛大で入浴、理髪、外出も許可されていた。長崎奉行

は顛末を幕府に報告した、幕府は土佐藩主に身元確認を行ない身柄を引き取るように命じた。

土佐藩は宇佐浦組頭、中の浜与総次他１７名が土佐から身柄引き受けに出向いた。 

５）土佐での取り調べ（２ヶ月） 

土佐藩主の山内容堂は２１歳で藩主となり、万次郎が帰国した時は２５歳であり進歩的な考

え方を持ち、吉田東洋を大目付に抜擢し藩政の改革を行おうとしていた時であった。万次郎

達の取り調べは吉田正誉にやらせて、その結果を報告させたものが「漂客談奇」である。こ

の漂客談奇は藩の上層部の必読書とされ、他藩の大名まで写本が提供されたほどである。 

 ６）帰郷 

伝蔵と五右衛門２人の兄弟の故郷「宇佐浦」には１１年も経過しているので家もなく、従弟

の家に万次郎も泊めてもらい、翌朝２人と別れた。１人で山を越え、４日目に中の浜に到着

した。１１年前に漁師になると言って別れた母、姉のせき、志ん、兄時蔵、妹梅もみんな健

在であった。（万次郎２５歳の秋） 

 

４．開国 

 

１）刀を賜り士族になる 

母と過ごした３日３晩の後、藩主の命によ

り高知の「教授館」で英語を教えた。この

時の辞令で「御小者」として召し抱えられ、

武士になった。帯刀は許されたが苗字はな

かった。ある日、吉田東洋に世界地図を広

げて外国亊情を説明していると、傍で熱心に聞く１５歳の少年がいた。これが後藤象二郎と

の初出会いである。他にも坂本竜馬、岩崎弥太郎も万次郎に外国事情を教えている。 

 

２）黒船来航の目的（１回目） 

万次郎が帰国して２年後（武士として高知にいた）、１８５３

年にペリーが軍艦を従えてやってきた。ペリーの日本遠征の

目的は、アメリカ捕鯨の最盛期であり、日本近海で操業する

捕鯨船が多く、その為日本での水、食料、薪などの補給が必

要であったこと、そして難破船の乗務員の保護が必要であっ

た。しかし、鎖国中の日本は物資の補給が出来ず、難破船の

乗務員は罪人扱いされて処遇が悪かったの ので、その改善

を求める為であった。 

 

 

ペリー提督 
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３）黒船来航（大統領の親書） 

多数の日本陣営が警護する中、約３００名の海軍陸戦隊と軍楽隊を伴い、ペリーは久里浜に

到着した。浦賀奉行の戸田伊豆守と井戸石見守が高位役人として対応し、親書を日本の法律

を曲げて受領してしまった。ペリーらは来春回答を取りに来ると言い残して江戸を後にして

那覇に戻った。 

 

４）江戸赴任 

当時、英語とアメリカ事情を知っているのは万次郎しかいなかったので、江戸に呼び出され

た。当時開港論を主張していた儒学者の大槻磐渓は、万次郎のことを林大学頭に知らせて、

意見書を提出した。これを読んだ林大学頭は万次郎を老中阿部伊勢守正弘に推薦した結果、

土佐の江戸藩邸の留守居役広瀬源之進に万次郎を呼び寄せるように命じた。広瀬源之進は幕

府が万次郎を登用する考えを見抜き、藩に万次郎を「定（じょう）小者」という低い身分に

していたのでは藩の権威にかかわり、世間体も悪いので昇格するように進言した。 

 

５）幕府直参となる 

阿部伊勢守は万次郎を召し出した。そこには林大学頭、勘定奉行川路左衛門尉、伊豆韮山代

官江川太郎左衛門といった幕府幹部の側近もいて、海外事情を尋ねられた所、万次郎の応答

が明快で要を得ていたので、一同感服させた。砲術家で、外交通の江川太郎左衛門は蒸気船

製造の命を受けていたので、万次郎を自分の屋敷内に住まわせた。中濱の姓を名乗ったのは

１８５３年１０月２１日付けの公文書からで、初めて「中濱万次郎」になった。土佐藩と幕

府の間で少し揉めたが、老中阿部伊勢守が万次郎をご普請役として幕府の直属（＝直参）に

すると言い渡した。 

 

６）黒船の再来 

日米交渉と万次郎の立場は微妙であった。というのは、ペリーが万次郎を連れ去りはしない

か？万次郎がアメリカに有利な交渉をしないか？など幕府は疑心暗鬼になっていた。実際に、

万次郎はペリーにも会っていないし通訳もしていない。しかし、裏方で英文の翻訳したりし

て大活躍であった。 

 

７）日米和親条約 

１８５４年３月３１日に神奈川で調印式が行われた。内容は両国の和親、下田、函館の開港、

米船の擁護、特に難破船とその乗務員に対する処遇と物資補給、そして領事の駐在など１２

ヶ条だった。 
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５．国内（前編） 

 

１）三度の結婚（江戸） 

日米和親条約が締結される３週間前（１８５

４年３月１０日）に、団野鉄と結婚する。剣

術師範団野源之進の次女で活発な女性であ

った。江川太郎左衛門が縁談をまとめてくれ

た。結婚９年後に関東地方に「はしか」の大

流行があり、妻鉄は一男二女（寿々、東一郎、

鏡）を残し、２５歳の若さで病没した。その

後、万次郎は医師樋口立卓の妹、琴を後妻と

して二男（西次郎、慶三郎）をもうけたが離

婚した。晩年に三度目の結婚をして、二男（信

好、秀俊）をもうけた。当時は離婚、再婚は

珍しいことで、アメリカ的なものを感じる。 

 

２）日本初の洋式ボートを造る 

万次郎は江川を通じて阿部伊勢守に造船が

必要なことを説いた。その功あって、伊勢守

は船舶製造を勘定奉行の海防掛石河土佐守、

勘定奉行松平河内守、目付堀織部、勘定吟味

役竹内溝太郎の４名に命じた。こうして和船

と違いキール（竜骨）を使った、日本初のボ

ートの始まりであった。 

 

３）軍事操練所の教授になる 

安政２年に江戸築地に講武所を落成し、その中に軍事教授所を置いた。万次郎は８人の教授

に任命された、後に独立して軍艦操練所となり、長崎の伝習所は廃止された。万次郎は英語・

航海術を習いくる人々に個人教授をしていたので、「中濱塾」と呼ばれ、大山巌、福沢諭吉、

岩崎弥太郎などの生徒がいた。 

  

４）「ボーディッチの航海書」の翻訳 

幕末には諸外国との関係が深まり、日本も航海の必要が生じてき

ていたので、幕府は万次郎に航海書の翻訳を命じた（１８５６年

１月）。翻訳本は「亜美理加合衆国航海学書」と名づけられた。

これが日本の英語の翻訳本の最初である。 

 

 

 

 

万次郎の妻 鉄 

（万次郎撮影） 
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 ５）「英米対話捷径」 

これは木版刷りポケット版の英会話の本で「英米対話捷径」と

名つけられ、中濱万次郎訳と書いてある。内容は英会話文にカ

タカナの発音と平仮名の訳文をつけたものである。訳にレ返り

が付いているのが特徴である。（１８５９年出版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）英語訳文 

アルファベットの紹介から始まり、次に私達にお馴染みの「Ａ、Ｂ、Ｃの歌」が載っている。

この歌を日本に最初に伝えたのも万次郎であった。 

 

 ７）文法書 

   万次郎が帰国の時に持ち帰ったもので、「初級英文法問題集」（１８５０年ロンドンで出版）

という問答形式の英文法書である。日本で最初の英文法の本である。 

 

６．咸臨丸 

 

１）日米通商条約の調印 

ペリーの日米和親条約締結の結果、日本最初のアメリカ領事としてタウンセント・ハリスが

下田に到着した（１８５６年８月２１日）。その２年後７月２９日品川沖のポーハッタン号

艦上で下田奉行井上清直、海防掛目付岩瀬忠震（なり）とハリスの間で日米通商条約の調印

が行われた。その批准交換の為ワシントンに派遣される日本の使節はアメリカから差し向け

られた軍艦ポーハッタン号でいくことに決まり、これに伴い日本側からも別艦が随行するこ

とになった。 

 

２）ブルック艦長と木村摂津守の出会い 

このような状況の時、アメリカの測量船フェニモア・クーパ

ー号が難破し、ブルック艦長と乗務員２１名がアメリカに帰

る便船を待っていた。随行船の責任者である木村摂津守は長

崎の海軍伝習所で訓練しただけの日本人だけでは不安を感じ、

航海に熟達したアメリカ乗務員を乗船させたいと幕府に再三

掛け合い、了解を得た。 

 

 

ブリック艦長 
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３）咸臨丸に決まる 

サンフランシスコまで行く随行艦は朝

陽丸、観光丸など検討されたが、出航の

３週間前に咸臨丸に決まった。咸臨丸は

オランダのホップ・スミット造船所で製

造され、排水量６２０トン、全長４８．

８ｍ、巾８．７４ｍであり、砲を１２門

積み、百馬力の蒸気機関でスクリューを

備えていた。 

 

４）万次郎の乗船に異議 

万次郎を同船させるとアメリカ側の有利に動く懸念があると疑われ、評議で揉めたが、木村

摂津守の再三に渡る万次郎の能力の高さを弁じた、最後には幕府も納得した。（出発の２週

間前である） 

福沢諭吉も出帆の間際に飛び込んで来た、仕方なく木村摂津守の従者にして参加した。 

 

５）太平洋難航 

１８６０年２月１０日、ポーハッタン号より３日早く咸臨丸はアメリカに向けて浦賀を出航

した。その翌日から海が荒れ、日本人乗務員は大荒れの外洋の厳しさを初めて知り、船酔い

で早々にアメリカ人の助けを受けねばならなかった。こんな時万次郎は一晩中起きていて、

話をしたり歌まで唄って、昔の捕鯨船での生活を思い出して楽しんでいた。この様子を見た

ブルックは「大変驚いた！」と日記に書いている。一方勝海舟艦長も嵐の為予定が遅れて、

気がかりになっていた。そこで万次郎に全権を委任した。つまりこの日から万次郎は咸臨丸

の艦長となった訳である。 

 

６）サンフランシスコに着く 

木村摂津守の「奉使米利堅（ほうしめりけん）紀行」には１８６０年３月１７日にサンフラ

ンシスコのレレヨマチという海岸の投錨したとある。咸臨丸はサンフランシスコから４０ｋ

ｍ離れたメ―ア・アイランド海軍工廠でドック入りした。万次郎はサンフランシスコで掲載

された新聞記事を翻訳して木村摂津守らに翻訳して聞かせていた。１８６０年３月３０日の

Ｄａｉｌｙ Ａｌｔａ Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａによると、ポーハッタン号にも２，３人の通

訳がいたが、咸臨丸の万次郎艦長にかなう者はいないと絶賛していた。 

 

７）ホノルル入港 

５月２３日９時ホノルルに無事入港した、まず勝、小野、中濱、小長井の４人が公務で上陸

した。万次郎は公務が終わると、恩人デーモン牧師を訪ねた。１０年目の再会でデーモン牧

師は大変驚き、喜んだ。「ボーディッチ航海書」の翻訳本と「関の兼房」の脇差しをデーモ

ン牧師に贈っている。この刀は４７０年前の関の藤原兼房昨で。現在でもデーモン家に保存

されている。 

 



14 

 

８）木村摂津守とブルック艦長 

荒海不慣れとはいえ立派な士官を集めた木村摂津守の蔭の努力が成功に導いた鍵であった

と言える。万次郎はブルックと木村摂津守との間、即ちアメリカ人と日本人との潤滑油であ

った。木村摂津守はブルックと別れる時「好きなだけ金貨を受け取って欲しい」と言った。

しかしブルックは「咸臨丸の航海が成功し、初めて日本人をアメリカに紹介できたことだけ

で自分は十分満足している」と丁重に断ったという。また木村摂津守も立派で、この金貨は

公金ではなく予備の為私財を売り払って作った金だったという。２人の人柄が偲ばれた別れ

の場面であった。 

  

９）咸臨丸で持ち帰ったもの 

 

①写真機 

万次郎が持ち帰った写真機は「ダゲレオ・タイプ」という１

８３９年仏人ダゲレオが発明した箱型の写真機である。映す

前にガラス板にフイルムを作り、現像液の調合まで全部自分

でしないといけなかった。そのやり方を万次郎は咸臨丸がド

ック入りしている１ヶ月余りの間にアメリカの写真技術者か

ら習得したという。その為には英語は必須で物理や化学の知

識が不可欠であった。 

 

②ミシン 

アメリカのミシンはグローバー社、ウイルソン社、シンガー

ミシン社の３社が激戦していた。中でも３ｋｇ以下の軽量で

一般家庭に普及していたウイルソン社のミシンを万次郎が

入手してきた。恐らく万次郎の真意は日本にも機械革命を導

入しようとしたものである。 

 

③アコーディオン 

万次郎はアコーディオンも持ち帰った。捕鯨船でみんなで良く歌を唄った、思い出がある 

 

④書籍 

ポーハッタン号で行った遣米使節団は辞書、英文法、数学、物

理、地図、航海術の本を各々１０数部ずつ、特に航海書、英文

法書は７０部ずつ購入してきている。これらの本の種類は万次

郎が１０年前に帰国した時のリストと殆ど同じである。航海書

は万次郎がすでに翻訳した「ボーディッチの航海書」である。 

 

 

 

 

ミシン 

ウエブスター辞書 
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７．国内（後編） 

 

１）小笠原島の開拓 

幕府は外国奉行水野筑後守忠徳を団長に、通訳として万次郎他１０７名が派遣された。島で

の交渉相手はナサニエル・セボレーであり、万次郎にとってはフランクリン号で寄港した時

以来の２回目になる。父島に上陸後、日本国旗を旭山（２６０ｍ）の山頂に立てた。島民３

８名を招集して、日本領土であり統治下であることを説明し、既得の田畑は保障、お土産の

酒、什器、ローソクなどを与え、親睦をはかった。法令を英訳し、セボレーの誓約書を作成

した。母島１４名についても同様に行った。 

 

２）小笠原捕鯨 

団長の水野築後守忠徳が幕府に出した親書には、万次郎が先に出した建議書と同様に、「小

笠原島近海には鯨が多くアメリカ捕鯨船の取り放題となっていて、日本の国益が奪われてい

る」と、日本も捕鯨を行うように進言している。 

 

３）壹番丸 

万次郎は英語の弟子だった越後の豪商平野廉蔵の出資により外国船（フェンナ号）を買い、

壹番丸と命名して、捕鯨の装備を付け加え捕鯨に出る準備をした。（幕府と共同経営で捕鯨

を行うことにした） 

 

４）保障の要求 

出船前に乗務員心得として９件の要求を出している。この半分は船の破損時や乗務員の病傷

害に関することで、現在でいう保険について細かく配慮されている。幕府はこうした万次郎

の要請を受け入れ、出船を命じた。捕鯨の念願達成の喜びの裏で、妻鉄の亡くす悲しみの中

での船出であった 

 

５）捕鯨船出港 

壹番丸の船長は万次郎で、父島の役人松浦権之丞と林和一郎の２人が操船実習として参加し

た。父島での捕鯨経験のある外国人を６名雇う。彼らの待遇は射手、舵手の業務給で、実際

の鯨の捕獲したサイズにも賃金を決めた。現在の固定給プラス歩合給の給与体系を独自に作

成した。 

 

６）捕鯨の収穫 

約１ヶ月で「真児（マッコ）鯨２頭」であった。これはアメリカ捕鯨並みの成績を収めた。

これを換算すると約４千ドルである。 

 

７）鳥島の命名 

  今回の捕鯨の途中で昔漂流した鳥島に上陸し、「大日本属鳥島」という標を建てている。 
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８）ホーツン事件（強盗未遂事件） 

この事件は日本人が初めて外国人を逮捕した事件である。ウイリアム・スミスという水夫と

共犯の実弾入りピストルを持つ、ジョージ・ホーツンの２名が船の備品を盗んで行こうとす

る所を万次郎が捕え、手錠を掛けた。万次郎が通訳をして関係者から口実書を取り、父島在

住の外国人にも証明書を書かせた、これらの手順をきちっと踏んで証拠を取り島民の同意を

得るため１３名の署名をも撮った。これは万次郎が英語が話せて外国の荒くれ男の扱いに慣

れていたこと。（強い正義感をもっていたこと）この後、公使からの脅かしの手紙や万次郎

と米公使との直接対決などがあり、外交問題に発展した。 

 

９）鹿児島赴任、長崎で船を買う 

薩摩藩は幕府に対して、中濱万次郎を招へいして３年間蒸気船の運航術などの教授を願い出

た。承諾を得た薩摩藩は、翌年陸海軍の総合大学＝開成所を設立した。そこで万次郎は教授

として航海、測量、造船、英語などを担当した。また遠洋航海の実習も行った。購入した船

は英鉄製汽船４隻、米木造帆船１隻の計５隻で３１万ドルであった。 

 

１０）老母と過ごす 

薩摩藩に勤務中許可を貰い、正月から３月まで中の浜で母７４歳とゆっくり過ごすことが出

き、孝養することが出来た。 

 

１１）高知開成館勤務 

高知に開成館（学校）が出き、藩主の命を受けて教授になる

為、中の浜を出発した。開成館では万次郎は英語、航海術、

測量術、捕鯨術などを教えた。 

 

 

 

１２）長崎グラバー邸 

万次郎は土佐藩参政後藤象二郎ら３３名と共に、船の購入の為長崎に向かった。しかし、長

崎では適当な汽船はないことが判り、上海に向かう。 

 

１３）上海（２回行っている） 

長崎から上海に行き、蒸気船、帆船各々２隻を購入し契約も成立した。万次郎は長さ５０ｃ

ｍのオルゴールやコウモリ傘を購入している。 

 

１４）竜馬の船中八策 

万次郎が交渉して上海で購入した「夕顔」（鉄製汽船、６５９トン）に、坂本竜馬、海援隊

の長岡謙吉、後藤象二郎らが乗船し、長崎から兵庫に向かった。この船の中で「船中八策」

が作られた。 

 

 

現在の開成館跡 
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１５）開成学校（東京大学）教授 

万次郎は藩主山内容堂の知遇を受け、藩士に抜擢され、百石を賜り、馬回り役で召し抱えら

れた。明治新政府は各藩の優秀な者を江戸に召集して、徴士を命じた。万次郎も徴士を命じ

られ、開成学校の教授に任命された（万次郎４２歳の時） 

 

１６）欧州出張 

普仏戦争の視察の為、薩藩大山弥助（＝大山元帥）、長藩品川弥二郎（のち内務大臣）、肥藩

池田弥一、土藩中濱万次郎、林有造の５名が朝命を受けた。１８７０年９月２３日アメリカ

の外輪蒸気船３８８１ｔに乗船して、サンフランシスコに向かった。万次郎にとって、サン

フランシスコは３回目である。サンフランシスコからニューヨークに到着したのが１０月２

８日だった。（万次郎４３歳の時） 

 

１７）フェアヘーブン再訪 

ニューヨークから英国行きの船が出るまで５日間あったので、北に２２０ｋｍ離れたフェア

ヘーブンに行き、２１年振りに恩人ホイットフィールド船長（６５歳）を訪問して１泊した

後、ニューヨークに戻っている。欧州出張は万次郎にとって、開成学校（東大）の教授職よ

り遥かに勝るものであった。 

 

１８）英国からの帰国 

１８７０年１１月２日に英国船ミネソタ号でニューヨークを出発して、大西洋を横断してリ

バプールに着き、その後汽車でロンドンに着いた。この時の普仏戦争の状況は仏国に利あら

ず、パリは既に独軍に占領されていた。視察中万次郎は足部に潰瘍を生じ、痛みもあるので

ロンドンで診察を受けると、すぐ治るものでもなく、  これからの訪問国は寒さが厳しく

症状は悪化すると医師に言われた。万次郎は一行に迷惑をかけることを恐れ、１人で帰国す

ることにした。帰路は前年開通したスエズ運河を通り、東回りで帰国した。 

 

８．老後 

 

１）晩年の生活 

足部の潰瘍も数ヶ月後には治癒した。この間、土佐藩邸に出勤して英語や捕鯨などを話して

いた。しかし、明治４年、４４歳で突然脳溢血を起こし、一時は言語障害や下肢の麻痺があ

り病床についていたが、これも数ヶ月で歩行できるようになり、自宅や鎌倉の別邸で療養し

た。 

 

２）最後の帰郷  

万次郎は長男東一郎（東大医学部の学生）を連れて、明治６年と８年には中の浜に帰省して

老婆に会い孝行している。１０日間の滞在中、釣りをしたりしていた。母は４年後８７歳で

他界した。 
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３）老後の住居 

老後の万次郎の住居は、深川砂村の土佐藩下屋敷にいた。この屋敷は山内容堂公から賜った

もので７千坪の敷地で広大である。ここで１３年間住み、ついで京橋弓町に移り、余生を送

った。 

 

４）家庭生活 

万次郎は家庭でアメリカで覚えたパンを焼いたという、また家族で芝明神前にある料理屋

「車屋」に族で食事をするなど家庭サービスもしていた。（アメリカ的なものを感じる） 

 

５）三人の大切な人の死 

万次郎の母「志を」を８７歳で亡くし、ハワイのデーモン牧師を７１歳で亡くし、恩人ホイ

ットフィールド船長をフェアヘーブンで８２歳で亡くした。 

 

 ６）歌舞伎になった万次郎 

芝の新富座で市川団十郎が中心に、開国テーマで演じられている。その後市川左団次が新富

座で「土佐半紙初荷の艦（おおぶね）」を演じた。 

 

７）隣人愛 

ホイットフィールド船長は身を持って、隣人愛を不言実行し万次郎に示した。万次郎はホイ

ットフィールド船長に対する大きな恩を何で返したか？直接船長個人ではなく、他人即ち隣

人に対して船長から受けたことと同じことをすることで、誰でも上下の身分の隔たりない人

間同士の付き合いをし、いつも困っている弱者を助け隣人愛の実践をごく自然に行った。 

  

８）臨終 

  万次郎は京橋弓町８番地にて、満７１歳で静かに昇天した。 

 

９）万次郎の墓 

現在、東京都豊島区雑司ヶ谷（ぞうしがや）のあり、高さ 1.3ｍの仏式の墓がある。 

万次郎は息子達への教訓として、「決して諦めてはいけない」と常々言っていた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万次郎の墓 
万次郎 正五位受賞記念碑 
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追記―１ 

 万次郎については、日本よりもアメリカで有 名である。

170 年前にホイットフィールド船長 との出会いが日米

友好の原点になっており、ホ イットフィールド家と中濱

家は６代に渡り友好 を継承している。 ジョン万祭りは

ジョン万次郎とホイットフィー ルド船長の友情を記念

し、フェアヘーブン（米）と土佐清水市で毎年交互に開

催されてい る。「第 6 回土佐清水ジョン万祭」は 2016 年 

10 月 29 日（土）に開催し、

10 月 30 日（日）には「ジョ

ン万サミット」も合わせて開

催する。そして「咸臨丸子孫

の会」ではブルック大尉の 3 

代目、木村摂津守 4 代目、

万次郎 4 代目が新たに建造

された咸臨丸船上で会談し

ている。 

 

追記―２ 

 本年 7 月 18 日に 105 歳で亡くなられた聖路 加国

際病院名誉院長の日野原重明氏が代表発起 人となり、

フェアヘーブンの船長の家を修復して「ホイットフィー

ルド・万次郎友好記念館」 を設立している。また 2012 

年にはフェアヘ―ブンの街とニューヘッドフォードの

町 に桜の若木を友好記 念として植樹している。現在で

は背丈を越え見事な花を咲かせているそうです。  

（2017.5.13・20 の朝日新聞に記事掲載） 

 

万次郎の息子達への教訓  

「決して諦めてはいけない」  

 

Never give up！  

土佐清水ジョン万祭り 

友好記念館 
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☆参考文献（順不同） 

   ・「中濱万次郎伝」 中濱東一郎（２代目） 富山房 

   ・「中濱万次郎の生涯」 中濱 明（３代目） 富山房 

   ・「中濱万次郎」アメリカを初めて伝えた日本人」 中濱 博（４代目） 富山房 

   ・「ファースト・ジャパニーズ・ジョン万次郎」 中濱武彦（４代目） 講談社  

   ・「さざなみ軍記・ジョン万次郎漂流記」 井伏鱒二 新潮文庫 第６回直木賞受賞 

   ・「炎は流れる」 大宅壮一 文芸春秋 

   ・「アメリカ素描」 司馬遼太郎 読売新聞社 

   

  ☆現地調査 

   ・ジョン万次郎資料館（高知県土佐清水市養老３０３） 

   ・（一社）土佐清水市観光協会（土佐清水市養老３０３） 

   ・土佐清水市中浜区長場（西村区長） 

    

  ☆万次郎関連の歌 

   ・「ジョン万次郎賛歌」 歌手；BrothersFour、 作詞作曲；R.flick、訳詞；山川尚義 

   ・「あゝ万次郎」 歌手；村田英雄、作詞作曲；賀川幸星 

   ・「ジョン万次郎の歌～忘れはしない肝心（ちむぐくる）～」 

歌手；三田りょう、作詞；日高博、作曲；かでかる さとし（沖縄フォーク歌手） 

   ・「足摺岬」 歌手；鳥羽一郎、作詞；星野哲郎、作曲；岡千秋 

   

  ☆ジョン万次郎資料館（土佐清水市養老） 

   →名誉館長；ビビる大木   


